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１.2018年度
からの

中期ビジョン
（研究員：10人体制）

１.2018年度
からの

中期ビジョン
（研究員：10人体制）
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１.2018年度からの中期ビジョン１.2018年度からの中期ビジョン
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研究所の事業

（１）調査・研究事業：
政策につながる学術的かつ実践的研究の実施

（２）政策提言事業
研究成果に基づく政策の提言

（３）情報発信・交流事業
国内外への研究成果の発信・先進的知見の収集と発信



２ 2020年までの政策提案実績２ 2020年までの政策提案実績

① H30:横断歩道での歩行者保護意識向上を目指した取組み提案⇒止まっ

てくれてありがとう運動

② H30:高齢者の交通安全を念頭に置いたＡＤＡＳ普及促進策⇒後付け交通

安全装置への補助金制度

③ R1:高齢運転者の交通安全対策にかかる提言⇒上記②と下記⑤に集約

④ R1:都心駐車場有効活用と来訪促進策の一体的な実施の提案⇒来訪促

進策のさらなる見える化（Wi-Fiパケットセンサー）

⑤ R2:高齢運転者の交通安全対策にかかる提言～信号機のない交差点で

の出会い頭事故の削減に向けて～ ⇒関係者による交通安全対策ワーキ

ンググループ

⑥ R2:リスク評価に基づく効果的な交通死亡事故削減対策の推進に関する

提言⇒ハイリスク箇所の対策実施、継続的にリスクを把握するWebシス

テムの開発
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３．研究所評価プロセス３．研究所評価プロセス
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４ ２０２０年度についての評価結果：４ ２０２０年度についての評価結果：

① 令和２年度では、予定通り実施した市長への政策提言会を受けて、

出捐者でもあるトヨタ自動車との協力関係もより一層強化されて、当

研究所の当面の重点課題でもある「交通の安全・安心」に関して豊

田市・トヨタ自動車と一体的に取り組んでいく体制ができた。

② 今にも続いている全世界の課題となった新型コロナウイルスへの対

応として、機動的に年度の研究計画を見直して、豊田市はじめ全国

を対象とした調査を実施して、各種比較研究を基に、豊田市長およ

び豊田市部長会議へ情報提供ができた。

③ コロナ禍の中で、年度当初予算よりも受託研究を順調に請け負うこ

とができて、財政的に研究所の運営を助けたにとどまらず、中期ビ

ジョンに定まれているミッションの達成に繋がった。
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④感染症対策として、リモートワーク等へ対応して、20～70％の在宅勤

務等の実施を実現して、社会における負荷を減らしたと同時に、受託

研究について、遂行への影響を最小限にして、計画通り完成できた。

⑤報告会や「まちべん」等外部への情報発信をストップすることがなく、

最適な方式を探りながらオンサイトとオンラインとの併用で継続的に実

施することができた。公益法人としての事業の透明性を図ることができ

たと同時に、社会への還元ができたと評価する。

⑥最もコロナ禍の影響を受けたのは出張等が伴う各種活動である。その

結果、最も低調になったのは国際会議での論文発表および外部での

講演活動である。今後、国際ジャーナルへの投稿へシフトしたりして、

オンラインで参加する国際会議に積極的に参加することとなるが、その

ために、より語学力を強化させていく必要がある。
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４.評価指標を用いた評価結果４.評価指標を用いた評価結果
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赤：増大、緑：横ばい、水色：前年比で低下したがH28-30の平均値より増大か横ばい、灰：減少

役割 評価指標 
H28-30 年度

平均 
R1 年度 R2 年度 

① 広義の都市

交通の研究 

1)  外部学会誌・論文集等で発表した査読付き論文数 17.3 ２３ １２↓ 

2)  上記を除くその他学会・協会等で発表した論文数 20.7 １９ ２２↑ 

3)  論文賞等の受賞 0.7  １  ３↑ 

4)  競争的研究資金の獲得件数〔科研費〕 1.3  ２  ４↑ 

  競争的研究資金の獲得件数〔その他〕 3  ４  １↓ 

② 交通まちづ

くりの推進 

5)  市（地域）への政策提案件数 9 １１ １４↑ 

6)  受託研究の受注件数（件） 18 １９ １９⇒ 

7)  地域に関わる研究テーマの件数 21.7 ２６ ２７↑ 

8)  地域活動への貢献 〔委員・大学等講師〕 39.3 ３６ ３６⇒ 

           〔講演〕 26.7 ３４ １０↓ 

③ 世界への情

報発信と貢献 

9)   国際会議での論文発表件数 14 １６ ４↓ 

10) 国際セミナー・シンポジウムの開催 0.3  ０  ０⇒ 

11) 国際的な調査プロジェクトの実施 0.3  １  １⇒ 

12) 機関紙・年報の定期発行 5  ５  ５⇒ 

13) シンポジウム・報告発表会・講習会・セミナー

等の開催回数，イベント出展 
14 １６ １０↓ 

14) 各種行事記録集の発行：種類 1.7  ３  ２⇔ 

15) マスコミの露出度：報道・出演回数 9  ５  ２↓ 
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４. 評価結果の総括

「暮らしを支える交通」と「都市空間を創出する交通」の二つの方向
性において、「交通の安全・安心」という当面の重点課題に対応した
と評価できる。

昨年度の課題だった情報発信について、ホームページでタイム
リーに情報を提供するようにした。また、コロナ禍を受け、オンサイト
と併せてオンラインによる情報発信もできて、一定の効果が見えてき
たと評価する。

コロナ禍の中、臨機応変に研究計画を見直して、ウィズコロナ・ポ
ストコロナの影響を受けた調査研究ができて、豊田市へ情報提供が
できた。

しかし、マネジメントの在り方等において短期的に対策をしてきたも
のの、これからも先行きが見えない中、ウィズコロナ・ポストコロナを
念頭においた更なる改善が必要である。



５. 2021年に行った政策提案５. 2021年に行った政策提案

① 福祉のまちづくりにかかる提言～すべて

の人のためのパーソナルモビリティのより

よい活用に向けたインフラの在り方～

② 超高齢社会における情報を統合したモニ

タリングシステムの導入～健康寿命No.1
を目指して～
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提案①→

福祉のまちづくりによる
あらゆる人が健幸的な移動が
できるまち、ウェルネスシティ
とよたの実現
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提案①-1：バリアフリーマップの作成
＜提案＞
短期：合理的配慮を念頭に置いた「出来るマップ」（⾏

けるではなく出来る）の作成
・当事者との「共働」によるマップの構築
・⾼齢福祉課が検討する地域資源マップ(仮) との連携

中⻑期：オープンデータ化し、MaaSとの連携（「出来
る」範囲のシームレスな拡⼤）

＜狙い（期待される効果）＞
・外出促進・外出時の不安軽減
・構造的課題の把握（基礎的情報の構築）

＜対象＞
・特定旅客施設周辺（短期）
・重点居住誘導区域（⽴地適正化計画）（中⻑期）

＜財源＞
・移動等円滑化促進⽅針策定事業（国⼟交通省、1/2、
上限500万円）

資料：国土交通省
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加齢により徒歩がより重要な交通手段になる

〇加齢により徒歩交通の割合が増加（50～64歳6％→75歳以上14.6％）
〇自動車依存の高い高齢化の進む地方も、三大都市圏も同様の傾向
→徒歩交通の可否が制約とならないような支援をすることが重要

徒歩

豊田市：「パーソントリップ調査からみる豊田市における人の動き」～第5回中京都市圏
パーソントリップ調査結果～

国土交通省：「都市における人の動きとその変化 ～平成27年全国都市交通特性調査 集計結
果より～」

豊田市 全国
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安心して歩ける空間がどこかわからない

〇特定旅客施設（5,000人/日以上の利用）である豊田市駅、梅坪駅周辺では、ユニ
バーサル基本構想に基づく歩きやすい空間が整備された「特定道路」が指定

〇特定旅客施設はその他市内に5駅あるが、構想はなく、車いす利用者等にとって
の歩きやすい空間がわかりづらい

駅名（愛環） 1⽇当たり
利⽤者(2019)

三河上郷 2,075
永覚 628
末野原 2,567
三河豊⽥ 14,917
新上挙⺟ 1,639
新豊⽥ 15,694
愛環梅坪 1,932
四郷 1,454
⾙津 1,228
保⾒ 1,333
篠原 294
⼋草 6,344

駅名（名鉄） 1⽇当たり
利⽤者(2019)

豊⽥市 36,470
梅坪 6,674
上豊⽥ 3,164
浄⽔ 10,706

三河⼋橋 3,391
若林 6,224
⽵村 3,341
⼟橋 8,443
上挙⺟ 4,792
越⼾ 898
平⼾橋 1,739
猿投 4,108

資料：名古屋鉄道「令和元年度 移動等円滑化取
組報告書」

資料：豊田市統計書（令和元年版）
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バリアフリーマップ作成にかかる国の動き
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提案①-2：歩行領域EVの普及に向けた検討
＜提案＞
短期：歩⾏領域EVの購⼊補助⾦制度の創設
・⽣活機能低下が予想される75歳以上を対象
・後付け安全運転⽀援装置設置費補助の枠組に準拠

中⻑期：歩⾏領域EVのコネクテッド・シェアリング
・サービス付き⾼齢者向け住宅、コンビニエンスス
トア（包括連携協定）、福祉施設等での設置検討

・利⽤経路（プローブ）についてバリアフリーマッ
プへ反映→マップの改善・道路改良データ取得

・つながる社会実証推進協議会との連携

＜狙い（期待される効果）＞
・⾼齢者等の活動⽀援・促進（モビリティ⽀援）
・道路改良のための基礎データの収集

＜対象（シェアリング拠点）＞
・拠点形成区域（都市機能誘導区域）
・重点居住促進区域（居住誘導区域）

＜財源＞
・ソーシャル・インパクト・ボンド（SIB）による
「ずっと元気！プロジェクト」との連携

・企業との共働（つながる社会実証推進協議会） ⾼齢者向け歩⾏領域
EVの例

資料：トヨタ⾃動⾞HP
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加齢に伴い歩ける距離が短くなっていく

〇高齢になるに従い、無理なく休まずに歩ける距離が短くなっていく
→徒歩交通の支援が活動範囲を維持・活性化するうえで重要

https://www.mlit.go.jp/common/001176318.pdf
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⾼齢者向け歩⾏領域
EVの例

資料：トヨタ⾃動⾞HP

〇今後、歩行領域EVを含めた高
齢者・障害者向けモビリティの
普及が高齢者（フレイル層）の
社会活動維持に寄与すること
が予想

〇他方で、収入が減少する高齢者
においてコストの面から個人で
の保有による普及には時間が
かかる可能性も

資料：豊田市「近未来技術地域実装協議会運営等業務委託報告書」2020

歩⾏領域EV体験者の感想

歩行領域EVへの期待
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豊田市の後付け安全運転支援装置設置補助制度

〇65歳以上の市内在住者は後付け安全運転支援装置の補助制度の利用が可能
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コロナ禍でのカーシェアリングの利用頻度の変化

資料：豊⽥都市交通研究所、まちと交通、73号

〇豊田市及びその他中核市ではコロナ禍においてもカーシェアリングの利用減少
は限定的
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提案①-3：データ・オリエンテッド・マスター
プランの策定

＜提案＞
中期：バリアデータを活⽤したマスタープランの

策定
・当事者連携・主導による策定委員会の設⽴
・提案1、2のデータを活⽤したPDCAを実施

⻑期：ユニバーサル基本構想への移⾏検討
・道路改良のためのアクションプランを検討

＜狙い（期待される効果）＞
・計画を前提とした道路整備・改良の推進（移動
しやすさのベースアップ）

＜対象＞
・マスタープラン区域：居住誘導区域
・移動等円滑化促進地区：拠点形成区域
（⽴地適正化計画との連携）

＜財源＞
・移動等円滑化促進⽅針策定事業（国⼟交通省、
1/2、上限500万円）

資料：国土交通省



23

課題：通行空間のバリア

〇電動車いすは移動可能範囲を拡大させ、外出頻度を増加させるが、歩道の勾配や路側帯
上の占有物といった「通行空間のバリア」は直接・間接的にそれらを縮小させる

資料：橋本 成仁, 谷口 守, 飛川 明俊, 歩道・非歩道における車いすの走行環境に関するバリア評価構造分析, 土木計画学研究・論文集, 2010
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豊田市立地適正化計画
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政策提案②
超⾼齢社会における情報を統合したモニタリングシステムの導⼊
〇豊⽥市つながる社会実証推進協議会で挙げられている「健康情報の統合・
解析による健康寿命の延伸」の早期実現

〇個⼈情報が紐づけられる様々なデータの収集と記録の徹底⇒情報の統合
〇同⼀⼈物の複数年の動向が把握できる調査の実施とシステムの構築
⇒モニタリングシステム

豊⽥市つながる社会実証推進協議会
で挙げられているものの他に、
・交通や施設利⽤歴、施策の参加情
報など、既存の健康データ以外の
データも統合できる仕組みの構築

・施策の実施において、これらの情
報を⽤いながらパネル調査のモニ
タリングで複数年にわたり効果を
測定できる仕組みの構築

(豊⽥市つながる社会実証推進協議会︓みんながつながる、世界につながる、ミライにつながる社会の実現へ)
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■豊⽥市における健康寿命
・全国の中核市(60市)の健康寿命および平均寿命を算定
・豊⽥市の健康寿命および平均寿命は全国の中核市の中では⽐較的⻑い
・中核市の中で健康寿命No.1を⽬指せる位置にある
・つながる社会実証推進協議会では2050年までに平均寿命≒健康寿命を⽬標

本分析では、健康寿命として⽇常⽣活動作が⾃⽴している期間の平均を⽤いた。健康寿命の種類としては他に、⽇常⽣活に制限のない期間の平均、⾃分が
健康であると⾃覚している期間の平均などがある。健康寿命の算定にあたり、厚⽣労働科学研究費補助⾦︓健康寿命における将来予測と⽣活習慣病対策の
費⽤対効果に関する研究班が開発した「健康寿命算定プログラム(http://toukei.umin.jp/kenkoujyumyou/#santei2019）」を⽤いた。
それぞれの寿命算定のために、対象集団の年齢階級毎の⼈⼝は，各年1⽉1⽇時点の住⺠基本台帳年齢階級別⼈⼝を⽤いた。また、不健康割合の分⼦として
⽤いる要介護2〜5の認定者数は，厚⽣労働省が公表している保険者別要介護（要⽀援）認定者数から算定年の前年12⽉末時点のデータを⽤いた．死亡数
は，⼈⼝動態統計から算定年の前年のものを⽤いた． 健康寿命としては、「⽇常⽣活動作が⾃⽴している期間の平均」を算定。年齢別要介護（要⽀援）認
定者数について2013年12⽉以前のものは，男⼥別の集計結果が得られなかったため，健康寿命の算定のための全てのデータが揃う2015年〜2019年の合
計5年間の健康寿命の算定。
健康寿命・平均寿命の算定は令和元年度豊⽥都市交通研究所⾃主研究︓⾼齢者に対する施策の実施が健康寿命に及ぼす影響に関する研究 より

健康寿命と平均寿命(2019) 健康寿命と平均寿命の推移
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豊田市： 女性
平均寿命 87.5歳(23位/60)
健康寿命 84.6歳(15位/60)
差： 2.94歳(11位/60)

豊田市： 男性
平均寿命 82.4歳(8位/60)
健康寿命 81.0歳(6位/60)
差： 1.39歳(14位/60)

豊田市： 女性
平均寿命 +0.337歳
健康寿命 +0.206歳

豊田市： 男性
平均寿命 -0.078歳
健康寿命 +0.087歳

福島市： 男性
平均寿命 85.3歳
健康寿命 82.9歳
差： 2.39歳

福島市： 女性
平均寿命 91.1歳
健康寿命 86.2歳
差： 4.69歳

75 80 85 90 95

平均寿命2019年(歳)

(豊⽥市つながる社会実証推進協議会︓みんながつながる、世界につながる、ミライにつながる社会の実現へ)
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■⾼齢者の活動とフレイルとの関係(既存研究)
・⾝体活動のみを⾏っている⾼齢者よりも、⾝体活動を⾏わず⽂化活動・地
域活動を⾏っている⾼齢者の⽅がフレイルのリスクが低い
⇒⽂化活動・地域活動など交流に着⽬した施策の実施が望まれる

吉澤裕世・⽥中友規・⾼橋競・藤崎万裕・飯島勝⽮︓地域在住⾼齢者における⾝体・⽂化・地域活動の重複実施とフレイルとの関係，⽇本公衛詩 66巻 第6号，2019.

表 活動区分

要介護認定を受けていない地域在住⾼
齢者73,341⼈を対象に、厚⽣労働省
の基本チェックリスト項⽬および、対
象者が週1回以上実施している活動と
フレイルとの関係について評価
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■施策に対するデータ取得・評価の事例
名古屋市健康福祉局︓敬⽼パスの利⽤による効果把握

名古屋市では平成25年3⽉に敬⽼パスの効果をまとめている
〇社会参加︓アンケート調査(3,387部回収/6,000部配布)により把握
敬⽼パスの平均利⽤回数3.40回/週 敬⽼パスがあることで増えた外出の割合27.9％
敬⽼パスがなかったら出かけていない⼈の割合15.8%(交付を受けている⼈の中で)
敬⽼パスがもたらす外出回数増⇒+0.5回/週
敬⽼パスがあることで出かける⾼齢者の割合（誘発率）⇒16％

〇健康効果︓アンケート調査により把握
敬⽼パスによる増加歩⾏数=⾼齢者の最寄り駅・バス停までの平均徒歩時間×平均歩数×2（往復）＝1,400歩
敬⽼パスが健康に役⽴っていると感じている割合=86.2%

〇経済効果︓アンケート調査により把握
敬⽼パスを利⽤して出かけた時の１回当たりの消費額＝平均消費額4,200円/回
4,200円×1⼈あたり週平均利⽤回数1.7回×2(往復)×52週×利⽤者30万4千⼈×外出誘発率28％=316億円

〇環境効果︓アンケート調査により把握
⼆酸化炭素削減量=敬⽼パス交付者数×敬⽼パスがなかったら⾞を利⽤する⼈の割合×敬⽼パス平均利⽤回数×⾃
家⽤⾞と公共交通機関のCO2差×公共交通の平均移動距離=6,514トンCO2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
100回以下 101〜400回 401〜730回 731回以上

図 敬⽼パスの1⼈あたりの利⽤回数(年)

▶731回以上利⽤しているのは1部
▶2,000回以上利⽤している⼈もおり、本

来の⽬的と違う使われ⽅も
⇒上限720回を超えた場合は利⽤停⽌に

名古屋市健康福祉局⾼齢福祉部⾼齢福祉課 主査 吉川元貴⽒より

⇒名古屋市敬⽼パスはアンケート調査によりその効果を多⾯的に評価



29

■豊⽥市における取組み
○豊⽥市官⺠連携介護予防事業（ＳＩＢ活⽤）
テーマ︓⾼齢者の介護予防
対象︓65歳以上の⾼齢者
事業費︓5.5億円(効果検証を含む)
事業期間︓5年(2021/7〜2025/6)
指標︓【実施成果指標】

①参加⼈数 ②継続参加⼈数
【最終成果指標】
③要介護リスク点数の低減度
④介護保険給付費削減額

プログラム︓スマホ教室と体⼒測定・
簡単健康チェック・楽しい脳トレ・お
せっかいネコ・会話と⾷事を楽しむ・
⾃宅トレーニング配信サービス・フラ
ダンストレーニング・健康体操/発声
練習 など

SIBの仕組みを活⽤し、豊⽥市より委託を受けたNext Rise ソーシャルインパクト推
進機構が、⺠間取り纏め組織として本プロジェクトを推進

○⾼齢者バス乗り放題パス(検討中)
おいでんバスを対象に70歳以上の⾼齢者が⽉の定額でバスに乗り放題になる施策を検討中

豊⽥市企画制作部未来都市推進課 より

⇒豊⽥市SIB事業は成果報酬型で、その効果を複数年で確認する有益な施策
ただし、健康要因は多⾯的であり、評価も多⾯的に複数分野で⾏えるとより良い

⇒乗り放題パスも有益な施策だが、今後の展開のためのデータ取得と効果検証が必要
豊⽥市交通政策課 より
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■豊⽥市における取組み
○とよた健康マイレージ

アプリ「あいち健康プラス」またはチャレンジシー
トで健康づくりを実践し、達成条件を満たした⽅に
とよたSDGs（エスディージーズ）ポイント及び、
愛知県内の協⼒店で使⽤できる「あいち健康づくり
応援カード〜MyCa（まいか）〜」を進呈

アプリ版では、健康記録(体重・⾎圧・健診受診・
⽣活記録)、歩数ランキング(全体・年代・性別ご
と)、バーチャルウォークが利⽤可能

豊⽥市保健部HPより

「飲⾷店で⾷事を残さず⾷べる」「環境にやさ
しい商品の購⼊」「就労⽀援のセミナーを受講
する」など、SDGsにつながる⾏動をすると、地
元加盟店や豊⽥市などから「とよたSDGsポイン
ト」が発⾏

発⾏されたポイントは、対象店舗で1ポイント
=1円として地元加盟店で利⽤可能

豊⽥市環境部環境政策課HP より

⇒豊⽥市では他にも健康に寄与する取り組みが⾏われている
複数の部署にわたる情報を統合することで、⾼齢者の健康への影響をより明確に

○とよたSDGsポイント
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■データの統合のイメージ(参考)
要介護データ

ICカードデータ 施設利⽤データ
市⺠意識調査 交通まちづくり意識調査⾼齢者等実態調査

医療データ
地域活動履歴 ⽂化活動履歴健康マイレージSDGsポイント
歩数・筋⼒データ

個⼈属性

データプラットフォーム

各部署 研究所 企業

診察データ

データ分析に基づいた健康施策の実施

個⼈情報が紐づけられる形式で収集されたデータの収集

分析主体に応じたデータ利活⽤範囲

データ蓄積

プロジェクト参加
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